
the Japanese Society of Soil Microbiology

NII-Electronic Library Service

the 　Japanese 　Sooiety 　of 　Soil 　Miorobiology

　　　　重壌微 生物皇 覊 熨 す る 者

爽）　 　 と 1・一 磯 雀
重鷹 鋤 レ 耳 ‘。、 就 旗 職 ぎ 毛

〈 鐸 妬 邂 生 態 み 複雑 在 幟 今 霞 幺 ．
う § ど ・

る ttcz　 ． 土 蘇 2 彦 物 逸 孫 麑 す ね 巻 に u一

つ （ コ φ 被錐 腔 撰
「・

が 〉
”

に な ｛｝命 4

つ く ¢ 生 物 う ± 巌 中に ：お け ゐ 換 z） 轟 …K

つ 倉・も 二 と が 去 耒 な もユ の は 蘇 霧 に 鍛 鬼

な 二 と く あ．る ．b

　 瀰 鳧 羨 に よ ラ 〈 ぽ
’
稗 ぐ 林

・e な 、取 ．り M

げ 貢ぐ 巒 兜 し く 幽 廴ゑ の 、蘭 睇 に 繕 飆

な ．ご と 亡 携 急 加 、 近 の 覆雑 柱 に
・
偉 止 き

・

黄乱iて 、・や っ く e え 6 薮 ぽ 愈 ん φ丶 解 楽 玖

采惣 織 うう と n ウ 轟 蔑 純 衆 り
・
遜 磚．） 辷

竜 の ず は な 6〕ρ 研 廃 の 蓄 願 に よ
’
っ ！ （ 耄

斑 は 進 歩 ず ゑ 毛 め
噛
《 ば あ1

・
ろ 搾 叡 巴 革 ・

だ
「
夢 や ク て 勘 れ探   ま・L・i と ⊥、 つ 余 抄 癌 歓

．の な 観 嘉 D．《 ば昇 寵 が え り 静 ら 幽 ず層

畦 表 ｛う．れ で費 く ビ け の 蒟．ぬ と二な ろ う ρ

　 　 　 　 　 　 　 　 ☆「

震黐 覇 皴 鋤 怯 々 舗 て 、、   急

　 今 旨 1．鼠 聰 料 導 の 籥 洗．が
’
6 ・か に あ 急 べ ・

　 き 石・機 簑鯉 く 謝 論 ざ れ 段 け．訊 ば
’
な ク な

　 ‘｝
ρ 籍 に 夢 探 物 呈駈 ‘ 1涛 朱 丁醐 之（迄鈎 r ξ

　 ぐtt
’
3
’
f｛le 　．・def 　te ／e 　灼 ど を 癒 1床

一
すみ ）ぜ

　 工 業．町 生 滋 が 珂 能 に な 急
一
ぜ 覇 乃 う が ，ら

　 二 ろ ‘le ・．＝ ，iCl（ な れ ば 土 暴 巴 住 吻 の 鼻

1 探 蛎 肆熊 騰 と 肉 臻 β・緯撕 賍 の 把 鄭 粧 鼠

｝劒 重 賦 蜘 μ 吻 ：・・Zr一な つ く く

，

　 h ， ＝ 1） 発 濱
・
に 贈 し て 蚤 櫓 か・ −s ．愛 対 さ

　 筑 ゐ か ．螽 、もれ 菰 f 書 o ．犯 鞍 蔭 亡 織 二 　COIas

　 霧タ 粘 か に 無 諌蹴 毒 の 弋 あ み か と L， ラ

　 o も 嫁 翕 9 切 ら 髭
』
話

・
ど当 分 は ｝

《 力 毘 霪

づ露
’
よ
’
こ｝ に 認 め ざ ゐ を 辮 な 昌 ，民 ム 6 ｝

輛
、鵄 や A 以 辷 海 款 さ く 発 展 醤 ゐ

1

と ‘i う 期 麹 が
・

な 1・寸 ，Rl嫦 ひ 冶 ノ）
「
と
「
tiて

徐・ウ 募 を 4　t
−

＝ と が 訟 葦 嵐 1
・
カ が 裏 献

ぐ は な し1 だ
・
う り bN　 、遍 在 賄 っ て 尾 vs

な く く 屯 剃 髦物 乃 生 鋤 （ 衆
’
り費 敵 念 耒 1

轍 連ゆ

髪1 乙1漸
’
雍 老 の

・iV ぱ 余 り に 必 憂 う つ に な

らざ み 蹙 隣 な ‘sfJ
’
ろ

・
う b

　　　　　　　 ☆ 　 　 　 　 1
さ（ 護 は 鉱 蝕 伽 鞭 瞞 家

綬 が
一一

藤 鹸
・
口 力 だ

：
ろ う か 。 ip　Ut　

’
； b 向

馳

ct に 舛 し く ？t　tg．と
’
答 え 托 ‘｝。 工 ．壊 et　＆

圏

加 ・ ・ な 孅 蜥 ・ 疹 加 ・ せ 戯 ・

．l
　　　　　　　　　　　　　　　　　l

駒 蟷 鱒 ＼ ほ ん ・ 備
ヨ

・据 ・搬 司
肉 知 毒鳧 献 く 搬 物 質 と “ b 　4

・
の 1

醗 趣 れ 乞 聰 な ・・ ム ． 蘇 鰄 ビ ｛
生 伽 の 鯱 が ・・何 驫 バ 鋼 綱 ら ｝

瓢 蜑裳禦 驚窯響 誘ジ引
娠 軟 痴 黛 藤 の 塚 勸 ・ e・　Ae？bi

奮
・Xk よ う 蔵

・老
・
の を 宅 Ω 鎗す も c｝ り 芳

御 ・に 喚砿 を ∫うぼ
’
え建 歙 髄 に 研 寵 ず か 戻

穿 ぜ あ ゑ が こ れ ．毛 ’ う の 参 孑査ゼ あ フう り

o

　ご の k り 汝 認 葵 に
’
te て 土 蕉 ビ 生物

を 禰 發 考 飯 畴 く 頁
ぐ本 の 〜蔘会 が 家 り に

・
亳

率硬・刹 な 尋 ク）之あ み の に 気何 く
。 ．ig，s2

4 ぢ 月 k姻 タ・ ∫ α   メ ‘・s ；A ｛ 瀚ム

飢 毎
”

鞭 偏 Gr ’働 9麟
毎 か

蹴 御 ・麟 丿吻拏
の 嶽 ・に 幺 巌発 豪 し く ・

つ くづ
’
〈 饗 の 織 髪 黷 の 忙 次 牙ぐ あ 為

：

。

6

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



the Japanese Society of Soil Microbiology

NII-Electronic Library Service

the 　Japanese 　Soolety 　of 　Soll 　Mloroblology

伯 べ 鈎 に 嫉 あ ち o ち の 轡公 に λ ・う 碧 窿

し て fi ウ ハ k 入 が あ る ビ ろ ラ け 訳 ビ る

． 二 ∬γ ぐ Q か な 9 無 圦 の あ ゑ z と は 」穿

突 「ご剥 譬 崗卩豢は ＝ の 1暖は ， き り す て二 、

露 曳 鈎 を 翻 究 看 忽 〜も の 企 《 疎 一画 に k

づ ゑ f場の あ th 埓 E 切 望 遭 ぬ し 果 に 、 《

の 庚 珂 に ，鵜 権 4衾嵐 禾 し 忙 い 運’ の 亡 あ ゐ

■

☆

t 瘰 KZ 藩 ＊e 為 宕 、
．
。 ’

一 擔 ・・ 禳
’

審 撻 力 1・

　　　　　　　　　澱 こ孝
　　　 プ 吏 的 に 妊 み と 、 」ヒ蔽 伝 莱 威 髄

　　 髢 に っ ｛，て わ 網嚀し越 。病 激 責 の 罎

　　 豪 に 鞠 ヶ 《 ．工 広 乃 £ 旗” 覆 磁 と

　　 《 樫 肇生 弗 殉 飜 に 掬 寸 象 爽 磯 1類蔚

　　 舞 範 綴 く ． よ 袋 中の 生．彪 ．葛 に 橿

　　鑑 縦 、 あ ゑ 。雪侵 土 蓑 ¢ 生 赫 し 桑 凍

　　 哲 ヒ の 赴 葦 珊 係 の 解 彰 へ と 次蓼 e

℃の 鍔 ロ 炉 鉱鯉 ， 「二‘｝急 ρ
＝ の 毳 ろ な

塗 褒痺 遼 催 薮 穆 り 瞬 異膿 に ワ ‘5 く ξ》轗

儀 卸
’ 痔 奚 俸妊蠹 精ッ て 乙 仁 CL に 毒

つ 《 憩 儒的 に 置 どっ 髭 翻」r己あ 急 と ‘辱髭

亀 σ 盆 諺 ．二 誕 産可 薙 犀 レ 彦声 げ 膨 薩

概 膨装 爵 駒 欲 《吻 r凌 の 塗夢 PthaSK
无 急 ・

　 もふ し 蝕 択 う向 vn 傭、糞 ゆ と義髭 ．

跨 愚 を ua　9 と 寸 驫 理 醤遊 董響噂 穆亀 訟

め ピ ． 弋 の 翻 究う議 〜ξ 厨塾 柱 ポ 量蛍勧 亀

霆 撫瞬 究 1ζ ぐ 冫 ネ η ズ 4 ム 色 び 彰 と 鮎

え th σ 二 の 蒜 覆 状襠 垂彫 会 塗み ↓ の に

砥 蕚 く の野 か 声 漣 響 「ζあ 」ら、禽 辱 じ り 内

雛 に 砲 皇 し く ， o 』 類 ろ繭の Qn ゆに

彎撒 ニニニ謙 急 っ 。 ．
i

考 瓦 々 儲 金 ・雪 鼠 の ◎ と ひ て 土 廣 Ψ に

ktik 病 凝 雄 の 毒 ko 有 總 あ ゐ ‘ 、 は 弋

の 敏 燹雄 多 霧盈 膚
『
遷 tk2te 鉦 っ て 、

病 疲 毎 り 塚 案薮 お 魂 躍 隻量 砦 訴 均盈 と

魏 る 。 せ 」》
一

つ と ゆて ． 幾 b 綬 肇£ 稀

釈 雫 褫 」店暖篭 は 肇 く の 賀 曇博 菰 費 さ E

書 ん 亡 oa に 均 ろ す艮 掃 さ れ て 昌 急 ．

ネ鷲 に 欲 ウ て 慨 り 轟 監 蓉 餮塾 に っ し 鏖て

災 録 的 に 蠢 キ 石 』 ． 砦 姦篭 ノ》 聖 ‘・鴬 ち

傘 寳 緯 に 属 層 乞 壱 n 《 あ ， 《 る 8 一
赫

笹 重 蕨 ら わ b ．綱 一
の 鋤 廼 £ む ， て う

噂 』 ら 戯 AO 例 堯 ‘童桑 翼 tSCtt ．上 縮

守で 織 蔭 乗 之 に 磁 手 遼 羅ξ残 ：〜れ
一

ウ リ

夷 織 tW歳 t：卜飼 ま な 9 て 錦 仁 磁 」り 於 ．灘

駅 遷彊 乏 勲 τ 坤 ．R κ ・tSMNeu 　 l
幾 h 蛋々 讃 蓼 一 の 集 糖 止歌 震 し く ｛ ，覧

● 編 鑄 仁Dつ る塾て 萄蓬 蔑K の あ の タ 、 学

’

昼 鉢 と 眇 《 盛 壷 ひ 匸 書，塾 ＆ 轟 ぐ 肖 ぴ

1

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


